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【アジェンダ】

１．なにを変えたのか

２．DX/AIXの具体的事例

３．質疑応答



3エグゼクティブサマリー

◼ 組織を変え、意識を変え、行動を変える

◼ E2Eで、全社横断で、まきこんで

◼ 土台とデータとプロセス変革、そのあとAI

◼ 「産み出した時間の使い方」が最重要課題
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２．DX/AIXの具体的事例

３．質疑応答



5各社報道について

◼ 2026年2月27日、報道の早朝から大きな反響

◼ 追随記事が主要メディア以外にも広範に拡大、様々な議論を誘発

◼事務職5000人削減
→事務業務を5000人分削減

◼傘下のみずほ銀行で
→みずほグループ全体で

◼「事務センター」にＡＩを導入する
→全社の事務業務にＡＩを導入

◼「事務職の多くが不要になる」
→事務業務の多くが不要になる

◼事務職員の1/3を減らす
→事務業務を減らす（出典）テレ東BIZ HP

事実誤認点



6SNS上の反応

◼ 報道を受け、X上での投稿は7日間で約23,000件

◼ ニュートラルな意見が約9割と、一般化/自分ゴト化した意見が散見

ネガティブな声 ポジティブな声

5,000人の
削減について

✓ 3分の1に減らすのはまあまあ攻めてるなと思ったら10年後か。だいぶ
遅いよね

✓ 営業に転換って。営業向き不向きあるよ。営業が苦手な人が事務職
やってるんだろうから、実質リストラと同じようなもんだよ。。

✓ いきなりドンではなく、段階的に10年かけてだから500人づつで良い話。
規模感からすると採用調整で結構な割合が達成出来ますね。

✓ 全く悪くないと思うけど。企業としても配置転換で雇用を守るのはむしろ素
晴らしいじゃないか

AI活用に
ついて

✓ AIじゃカバーし切れない部分の皺寄せが絶対に来るんだけどな…。若
手の経営者ですらAIは何でも出来ると思ってる節があるんだよな…。

✓ 事務作業をAIに、は普通なんだけどみずほが言うとなんか不安

✓ これこれ！これだよ！俺がずっと言ってたやつ！今までの仕事全部じゃなく
バランス考えAIに任せるその結果新たにほかの仕事ができる！より良くを
創造できる！

✓ そりゃあ知能や応答に揺らぎのある5,000人抱えるよりはいうことを聞くAI
のがいいよな

その他

✓ 誰も触れてないけど、心身ともに一番負担かかるのは育成押し付けら
れる営業部の人達だからね。

✓ もう、日本中が貧しくなる未来しか見えない。みずほで5000人削減っ
て…。エリートですら放り出されるなら、一般人はどうすればいいの？格
差どころか、みんなで貧乏になる時代がすぐそこまで来てる。

✓ 大企業の庇護のもと、今までと全く違う職種にチャレンジできてうらやまし
いなーーーーーとおもう

✓ 個人事業主だったら、路頭に迷うところを給与キープで他の仕事のリスキ
リングまでしてもらえるんだからめちゃくちゃ優しいと思うけどな。

ニュートラルな声 ※みずほ以外に向けた声はニュートラルとして判定

外国人労働者
（移民受入）

✓ 人手不足というけど、大手企業はガンガンリストラしている。パナソニック約1万2千人、三菱電機約4700人、みずほ約5千人、他。政府はこの状況
で移民を無制限に入れるという。国民の賃金は絶望的に伸びなくなる。

✓ AI導入により、米国は民間だけでなく公務員も削減されています。家族帯同の移民受け入れには長期的にお金がかかる。それより転職組を支援した
方が効率が良いと思うが。

仕事への影響

✓ やっぱり事務職で年齢重ねるとリストラ狙い撃ちされやすい。専門スキル磨いておかないと明日は我が身、、、

✓ うっわ、、こういうの見るとお勉強しないとなぁ。と思うね。AI使えねぇ。と思ってるのは使い方と指示文しょぼいだけで頭の良い人たちが使うと、使えねぇの
か？本当に。という現実を突きつけられる

✓ AI導入による人員削減との事ホワイトカラー(デスクワーク)の淘汰が始まってるな欧米ではブルーカラー(肉体労働)が給料も良く人気らしい人間は体
動かせって事よな

■ 具体的な投稿内容

感情分類

全投稿
22,776件

ポジティブ
191件

1％

ネガティブ 
2,701件

12％

ニュートラル 
19,884件、87％

■ 声の推移・内訳 ※ 【抽出条件】 「みずほ」 ×「AI or 削減 or 事務 or 配置」
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7なにを変えたのか

◼ 従前は「安定」維持にリソースを多く割き、堅確な事務体制を構築

◼ 2025年度は変革リソースを増加、「集約・見直し・デジタル化」を加速
従来 2025年度 2026年度～

リソース
（体力）

「安定」に割くリソース

「変革」に割くリソース

プロセスのカイゼン余地

(横向き、往復、不揃い、過剰、
遠回り、旧態)

集約

集約・見直し・デジタル化の
主なターゲット

見直し・デジタル化

MPS（Mizuho Process System）による見直し・
AI活用・デジタル化等でのリソース効率化

“プロセスデザイン”

リスク管理態勢高度化、規制対応、新商品・サービス対応、BCP等は不断に継続・高度化



8なぜ変えたのか

◼ 組織の人口構造上、今後10年で「自然体で人員が減少する」見込み

◼ 必要事務体力と実人員数との人員ギャップをテクノロジーでカバー必須

非開示資料



9なぜプロセスデザインなのか

◼ 事務グループを母体にプロセスデザイングループを新設

◼ 全社横断組織としてプロセス変革部を新たに設置

参考：「みずほの企業理念」は多くの「動的」イメージを含む
バリュー：変化の穂先であれ。 パーパス：ともに挑む。ともに実る

動的
イメージ

静的
イメージ

事務 プロセス
（＋をデザインする）

オペレーション
プロセス・

オペレーション

正確性

安定性

丁寧さ

裏方の支え

信頼性

柔軟性

改善志向

標準化

効率性

品質管理



10【結論】結局なにを変えたのか

◼ 全社横断で業務プロセスをデザインする分掌である点を明確化

◼ 経営レイヤーと密な議論、プロセス変革を重要な経営課題として認識

〈みずほ〉全体の業務プロセスを

End to End で最適化し、

「業務効率と安定をもたらす、

プロセスをデザインする組織」への進化

「プロセス変革の中枢」と再定義
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２．DX/AIXの具体的事例

３．質疑応答



12AI活用の土台① 環境整備とユースケース共有

◼ 毎日立ち上げるツールとして社内ポータルのトップに配置

◼ モデルの特徴を捉えたユースケースを日々追加



13AI活用の土台② カルチャー変革・行動変容に向けた施策

◼ 「挑戦し、変革する」カルチャー醸成に向け、輻輳的に施策を展開

◼ 最初は一方通行となる点やむなし。時間をかけて意識と行動を変容

MPSカイゼン認定制度 デジタルワークショップ

デジタル知識共有「もくもく会」 DXカフェ・PP体験会開催

DXカフェ/Power Platform体験会

開催数

3地区/5回開催

2025年度の累計参加者

2,500人/42回開催

2025年度の実施回数

202回/34案件創出

プロセスデザイングループ内
メンバーのStage1認定者

95％超



14AI活用の土台② カルチャー変革・行動変容に向けた施策【人事系】

非開示資料



15【ご参考】MPSとは

非開示資料



16AI活用の土台③ 社内SNSの活性化

◼ 社内SNSの最大コミュニティ（１万人超）として活発なやりとり

◼ ノウハウ共有・質問や要望・イベント告知等多方面に活用



17AI活用の土台④ ツール開発

◼ 全社共有ツールは内製化開発しノウハウを蓄積＆日々改善

◼ 多方面に渡るPoCを平行対応。興味を持った社員が気軽に参加可能



18土台を活用したAI活用/実務展開① 暗黙知の形式知化PJ

非開示資料



19土台を活用したAI活用/実務展開② 読取AI＆判定AI活用

◼ 内製化したAI-OCRやツールを組み合わせ、既存業務を効率化

◼ E2Eでのプロセス変革は時間を要するため、目に見える範囲から着手

顧客属性判定のAI自動判定PJ 差押通知書の読取AI活用PJ

リスクマネジメントのAI判定PJ 外部委託契約書のAIチェックPJ

外部委託契約書チェックが可能な
カスタムテンプレートを作成・展開

1,200時間/年削減

事務部門各部署における

リスクの所在をAI判定・示唆出し

2,000時間/年削減

後続フローに必要なデータ抽出
目視→AI読取＆データ連携

2,800時間/年削減

法人/団体の属性判定
目視→AI読取＆一次判定

3,500時間/年削減



20土台を活用したAI活用/実務展開③ AIエージェント構築

非開示資料



21土台を活用したAI活用/実務展開④ 事務手続の構造化TOBEイメージ

非開示資料



22エグゼクティブサマリー

◼ 組織を変え、意識を変え、行動を変える

◼ E2Eで、全社横断で、まきこんで

◼ 土台とデータとプロセス変革、そのあとAI

◼ 「産み出した時間の使い方」が最重要課題
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１．なにを、なぜ変えたのか
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